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★次回 12 月発行予定★ 

大 塚 医 師 より 

みなさん、こんにちは。９月に入って少しずつ涼しくなっ

てきましたね。今年度も手足口病が流行しました。 

～ 手足口病ってどんな病気？ ～ 

みなさん小さいうち(３歳未満)に多くかかる病気ですが、たまにはお父

さん・お母さんまでかかることもあります。 

原因となるウイルスはエンテロウイルス属のコクザッキーウイルス、エ

ンテロウイルスがあり、微妙に病状や発疹の型も違います。数種類が一

緒に流行することもあり、４０年くらいこの仕事をやっている私も原因

ウイルスの鑑別は難しいです。 

手足口病の主症状は発熱・手足・口腔内などに見られる発疹ですが、出

現する時期や発疹の程度には個人差があります。あまり重症化(髄膜炎、

脳炎)することはなく、熱を伴わない人もいます。 

～ いつから登園できる？ ～ 

登園基準が園によって違うこともあるので、少しお話しします。 

手足口病の出席停止基準は法律上ありません。この病気は学校保健安全

法の出席停止疾患(第１・２種)に含まれていないからです。つまりイン

フルエンザのように「○日間」と決まっている病気ではありません。 

小児科学会の基準では『本人の全身状態が安定しており、発熱が無く口

腔内の水疱・潰瘍の影響がなく普段の食事がとれる状態であること』が

目安となっています。発疹が多くても、全身状態が普段通りであれば登

園可能です。 

また、この原因ウイルスは症状が治まっても便から２～４週間、長けれ

ばもっと排出されるといわれています。基本的な感染対策として、手洗

い・うがいなど、タオルやコップの共有を避けるなど、できることをし

っかり行っていれば大丈夫です。 

正しく予防し、正しく対処しましょう。 

小児科外来 より 

今年の夏も手足口病が流行しました。 

初めに発熱することが多く、数日後に手・

足・口・おしりにポツポツと発疹が出るの

で、「手足口病」とわかるまで時間を要す

る印象です。発熱なく全身状態が良けれ

ば、登園可能です。 

９月になりめっきり涼しくなりました。

【インフルエンザが夏に異例の速さで流

行入り】 こんな記事を目にした途端、こ

の地域でもインフルエンザが出ておりま

す。夏の疲れが出てくる頃でもあるので、

感染対策をしながら体調管理を行ってく

ださい。 

インフルエンザワクチン開始は１０月に 

なりますが、日時が決まり次第 

Ｈ Ｐ
ホームページ

にてお知らせします。 

★小児科医師の不在にて休診日があります。 

病院Ｈ Ｐ
ホームページ

に掲載していますので、事前に

ご確認をお願いいたします。 

インフルエンザ増加傾向に注意を！！ 

インフルエンザと言えば冬の感染症とい

うイメージが強いですが、現在、国内・

県内において季節外れの増加傾向がみら

れています。集団感染を防ぐためには一

人ひとりの早期警戒と、手指衛生をはじ

めとする基本的な感染対策の徹底が不可

欠になります。 

１ 発  熱 

２ 手足口病 

３ 咳 

４ インフルエンザＡ 

５ ヘルパンギーナ 

 

９/１～９/１１ 

病児保育室 問い合わせ状況 

※症状件数順 

感染管理認定看護師 佐藤副師長 

咳エチケット 

手洗い・うがい 

換気 

ワクチン接種 

睡眠 食事 

適切な湿度50～60％ 
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